
〇非行少年等の検挙・補導状況

〇刑法犯少年と触法少年（刑法）の推移

〇刑法犯少年及び触法少年（刑法）の包括罪種別・学職別状況

≪包括罪種別≫ ≪学職別≫

少年非行等の概況（令和４年中） 徳島県警察本部
少年女性安全対策課

１ 概況

(1) 徳島県の非行少年（犯罪少年・触法少年・ぐ犯少年）の総数は94人で前年に比べ10人

（11.9%）増加しました。

(2) 不良行為で補導した少年は904人で、前年に比べ29人（3.3%）増加しました。

２ 刑法犯少年と触法少年（刑法）の特徴

(1) 刑法犯少年

刑法犯で検挙した少年は59人であり、前年に比べ1人（1.7%）減少しました。

成人を含めた刑法犯検挙人員636人に占める少年の割合は9.3%で、前年の8.5%より0.8ポ

イント増加しました。

、 。刑法犯少年を包括罪種別にみると窃盗犯が25人で最も多く 全体の42.4%を占めています

学職別では、高校生が29人と最も多く全体の49.2%を占め、次いで中学生が10人で全体の

16.9%を占めています。

(2) 触法少年（刑法）

14歳未満で刑法に触れる行為で補導した少年は19人で、前年に比べ11人（137.5%）増加

。 （ ） 、 （ ）、しました 罪種別では窃盗が11人 57.9% と最も多く 学職別では中学生が17人 89.5%

小学生が2人（10.5%）となっています。
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３ 特別法犯少年と触法少年（特別法）の特徴

(1) 特別法犯少年

令和４年中、特別法犯で検挙した少年は13人であり、前年に比べ3人（18.8%）減少しま

した。

法令別では、徳島県迷惑行為防止条例違反が6人で最も多く、全体の46.2%を占めていま

す。

(2) 触法少年（特別法）

14歳未満で特別法犯の罪に触れる行為で補導した少年は3人であり、前年に比べ3人増加

しました。
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〇特別法犯少年と触法少年（特別法）の検挙・補導状況

〇福祉犯罪の適用法令別推移

〇福祉犯罪の適用法令別検挙状況

３ 特別法犯少年と触法少年（特別法）の特徴

(1) 特別法犯少年

令和４年中、特別法犯で検挙した少年は13人であり、前年に比べ3人（18.8%）減少しま

した。

法令別では、徳島県迷惑行為防止条例違反が6人で最も多く、全体の46.2%を占めていま

す。

(2) 触法少年（特別法）

14歳未満で特別法犯の罪に触れる行為で補導した少年は3人であり、前年に比べ3人増加

しました。

４ ぐ犯少年

令和4年中のぐ犯少年はおらず、前年と同数でした。

５ 福祉犯罪の検挙状況

少年の福祉を害する犯罪の検挙は32件22人で、前年に比べ検挙件数は7件（17.9%）

減少し、検挙人員は6人（37.5%）増加しました。

法令別では、児童買春・児童ポルノ禁止法違反が19件と最も多く、全体の59.4%を占め、次
いで、徳島県青少年健全育成条例違反が9件で28.1%を占めています。
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〇不良行為少年行為別状況 〇不良行為少年学職別状況

〇不良行為少年行為別・学職別状況

〇不良行為少年の推移
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学職別/行為別

不良行為少年 33 251 1151 59 5 17 9 6 904344 6 14 35 4

６ 不良行為少年の状況

令和４年中に街頭補導活動などで補導した不良行為少年は、904人で前年に比べ29人(3.3%)

の増加となっています。

、 （ ） 、 （ ）行為別にみると 深夜はいかいが344人 38.1% と最も多く 次いで喫煙が251人 27.8%

の順となっています。

学職別では、高校生が453人（50.1% 、次いで中学生が170人（18.8% 、有職少年が122人） ）

（13.5%）の順となっています。
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